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原子力プラントの廃止措置作業において、放射線の遮蔽材として用いられている多量の鉛板が廃棄物として

出る。鉛板の廃棄作業は、市販工具を使用した切断が難しい。本研究では、機械的切断手法と熱的切断手法

（低融点合金）を組み合わせた新たな手法を考案し、容易に鉛板を切断する手法の研究開発を試みた。 
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1. 緒言 

福井県に設置されている商業用原子力プラントは 13 基あり、2022 年 6 月の時点で 5 基の廃止措置が進行

中である。原子力プラントでは、放射線の遮蔽材として鉛板が使用されており、廃止措置作業に伴いこれら

の鉛板が廃棄物として多量に出る。鉛板の機械的性質を鋼板（SS400）と比較すると、硬度（ビッカース硬さ）

は鉛 HV3.9、鋼板 HV120～140 であり、引張強さは鋼板 400 N/mm2、鉛 10.5 N/mm2など大きく異なる。原子

力プラントの廃止措置で鋼板の切断に使用する市販工具で鉛板を切断すると、鉛が刃に入り込み切断が困難

である。一般的な鉛加工工場では、マシニングセンターで切削油を多量に流しながら切削加工しているが、

廃止措置では汚染拡大防止の観点から切削油を多量に使用することが困難である。これらを踏まえて、切断

手法の開発には機械的切断手法と熱的切断手法に分類して検討した。機械的切断手法は、切削油を使用しな

い市販工具の活用が望ましい。熱的切断手法は、更に「物性を変える」と「溶融する」に分類して検討した。

「物性を変える」は、硬度を上げる手段として合金化する手法がある。「溶融する」は、鉛の融点が 327.46 ℃

であるためバーナーを使って溶断する手法があるが、ヒュームが発生し鉛中毒の問題がある。一方、鉛を含

む合金として半田（Pb 36 wt%,Sn 64 wt% 共融点 183 ℃）が知られており、200 ℃程度の比較的低温で溶融す

る低融点合金化手法が考えられる。本研究では、機械的切断手法（市販工具）と熱的切断手法（低融点合金）

を組み合わせた新たな手法を考案し、鉛ブロック（200×100×50 ㎜）を容易に切断する手法の確立を試みた。 

2. 低融点合金を使用した鉛ブロックの切断 

Bi：58 wt% Sn：42 wt% 融点 139 ℃の Bi-Sn 合金を作製した。Bi-Sn合金をガ

ラス漏斗に入れ、ホットエアガンにより加熱し液化させ、鉛ブロックへ滴下させ

るように供給した。鉛ブロックの加熱は、リボンヒーターを鉛ブロックの両端に

巻き付け、鉛ブロックの切断部が約 150 ℃になるように加熱した。切断に使用し

た市販工具は、レシプロソーを使用した。レシプロソーの刃は、目が細かい鉄工

用を使用した。本実験において、Bi-Sn 合金を使用せず、レシプロソーのみでの

鉛ブロックの切断を試みたが切断が困難であった。Bi-Sn合金の滴下点にレシプ

ロソーの刃を当てるようにして、鉛ブロック表面をレシプロソーの刃で擦り、酸

化膜を除去し Bi-Sn 合金と接触させ合金化させた。さらに、レシプロソーの刃の往復運動で生成した合金を

外へかき出し、図 1 に示すように鉛ブロックを容易に切断することを可能とした。 

3. 結言 

原子力プラントの廃止措置作業に伴い廃棄物として出る鉛板の切断に関して、機械的切断手法と熱的切断

手法を組み合わせた新たな手法を考案し、鉛板を容易に切断する手法を確立した。詳細は講演時に報告する。 
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